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総人口の推移
2015年（平成27年）国勢調査の総人口は5,674人となり、前回調査（2010年）と比較すると△520人（△8.4%）となったもの

の、人口ビジョンの推計値と比較すると27人上回る結果となった。
参考値として、住民基本台帳上の人口とも比較してみると、住民基本台帳上の人口は、国調より100人程度多い傾向があることを考

慮しても推計値とほぼ同程度で推移していると思われる。

－１－（出典 ：住民基本台帳、国勢調査、奈井江町人口ビジョン）
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出生・死亡（自然増減）の推移
2018年（平成30年）の状況を見ると、出生、死亡ともに前年と比較し、減少となった。
出生数については、近年の状況と比べると若干減少しているが、ほぼ横ばいをキープしている。2019年の出生見込み数も6月12

日現在で24人となっており、ほぼ横ばいで推移している。
死亡数については、高齢者人口のピーク期が当面続くことが予想されますが、死亡者数は減少傾向になってきている。今後も若干

の増減はあるものの、減少傾向に転じていくことが想定される。

（出典 ： 1983～2002 空知総合振興局 空知地域保健情報年俸、2003～2017住民基本台帳） －２－

22 15 

(2)

30 

(10)

44 

(2)

5 

(11)
(29)

(7)
(31)

(25)(25)(18)(25)(15)
(34)(29)

(9)
(28)

(65)

(45)

(30)

(54)

(82)

(57)
(68)

(55)

(72)(70)

(87)(82)
(89)

(81)
(75)

95 

88 68 

90 

63 

97 

70 74 
61 

49 
63 

57 55 50 
59 

51 
60 

49 
55 53 51 

33 
47 42 

35 
26 25 26 28 

20 
28 29 

21 25 20 19 

73 

73 

70 
60 

73 

53 

72 69 72 
78 

70 

88 
80 75 77 76 75 

83 84 

62 

79 

98 
92 

72 
89 

108 

82 
94 

83 92 
98 

116 
103 

114 
101 

94 

(100)

(50)

0

50

100

150

19
83

年

19
84

年

19
85

年

19
86

年

19
87

年

19
88

年

19
89

年

19
90

年

19
91

年

19
92

年

19
93

年

19
94

年

19
95

年

19
96

年

19
97

年

19
98

年

19
99

年

20
00

年

20
01

年

20
02

年

20
03

年

20
04

年

20
05

年

20
06

年

20
07

年

20
08

年

20
09

年

20
10

年

20
11

年

20
12

年

20
13

年

20
14

年

20
15

年

20
16

年

20
17

年

20
18

年

自然増減 出⽣ 死亡

（⼈）



転入・転出（社会増減）の推移
2018年（平成30年）の状況を見ると、転入者数は２年連続で増加となり、転出者数が減少した結果、2018年の社会増減数

は、マイナス16人となった。かげりを見せたと思われた定住施策の効果は依然として続いていることがわかった。
2018年度（平成30年度）新たな集合住宅の建設や北町４区の分譲地もほぼ完売したこともあり、社会減の減少につながった

と推測される。

（出典 ：住民基本台帳） －３－
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出生数の変化
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年度ベースで見る過去１０年の転入・転出状況

社会増減 転入 転出

・住電・精密ツール
従業員寮建設

・奈商通学費
一部助成

・こども医療費
中学生まで拡大

・奈商入学支援金

・みなクルオープン

・小学校３５人学級

・こども医療費
高校生まで拡大

・認定子ども園開園

・各種住宅支援開始
新築・中古・家賃等

・奈商通学費
全額助成

・漢検・英検受験料
助成

・コミュニティカフェ
オープン

・こども園第３子以降
無償化

・放課後学習指導

・学童保育利用料
第３子以降無償化

・不妊治療費助成

・学校給食費
第３子以降無料化

・ロタ・おたふく助成

・ないえ温泉ﾘﾆｭｰｱﾙ
ｵｰﾌﾟﾝ

・サ高住開設

・学校給食費
第２子以降無料化

転入・転出状況を年度ベースで見てみると、平成30年度末においては、社会増に転じる大きな効果が現れた。

この転入・転出の状況にこれまで進めてきた子育支援策等を重ねてみると、昨年度、社会増に転じさせるほど、町施策に特殊性

はないが、集合住宅の建設が多かったことや分譲地の販売が進んだこと、また、これまで取り組んできた施策の効果などいくつか

の要素が合わさった結果と推測される。

－４－



出生者数 小学校入学者数

平成１５年度 47 平成２２年度 47

平成１６年度 41 平成２３年度 38

平成１７年度 45 平成２４年度 39

平成１８年度 37 平成２５年度 30

平成１９年度 37 平成２６年度 33

平成２０年度 24 平成２７年度 32

平成２１年度 29 平成２８年度 32

平成２２年度 22 平成２９年度 37

平成２３年度 23 平成３０年度 25

平成２４年度 17 平成３１年度 26

減少 施策前

増加 施策後

社会増に転じた主な要因として、子育て世代の転入が多く影響していると考えられ、年度ごとの出生者数が小学校入学段階において、増
加に転じている下記の状況からもはっきりとみることができる。

●平成２２年度～平成２６年度（施策実施前）
出生者数に対し入学者数が同数もしくは減少している。

●平成２７年度～平成３１年度（施策実施後）
出生者数に対し入学者数が増加している。
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転入・転出の推移
2018年（平成30年）の状況を見ると、転入・転出ともにほぼ例年ベースの割合となった。今後は、多少増減はあるものの、子ども

の数の減少とともに、純移動数も徐々に減少していくものと見込んでいる。

転入数

－６－
（出典 ：住民基本台帳）
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未婚率の推移

2015年（平成27年）の状況を見ると、15歳以上人口で見た場合は、未婚率は上昇傾向が続いているが、25歳～49歳の年
齢区分別の未婚率を見ると、若い世代で男女とも減少していることがわかる。

（出典 ：国勢調査）

－７－

■15歳以上の人口に対する未婚率

【男性】 【女性】



未婚率の推移

（出典 ：国勢調査）
－８－

【男性】 【女性】

■25～49歳の人口に対する未婚率

■25～49歳年齢区分別の未婚率



奈井江町の合計特殊出生率
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奈井江町独自で算出した平成20年～平成30年の合計特殊出生率と出生数を表している。

公表されている統計データの合計特殊出生率は、前回値（平成20年～平成２４年の平均） 1.15

奈井江町独自で算出した数値（平成20年～平成24年の平均） 0.99 ⇒ 1.26（平成25～平成29年の平均）

全国の合計特殊出生率は、平成３０年ベースで1.42となっていることから、依然、全国平均以下で推移しているものと推測

される。

※ 公表データは、ベイズ推定という客対数が少ない地域は、２次医療圏の情報を加味して算出される。


